
ICHTHY
ISSN 2435-7715

Natural History of Fishes of Japan

Ichthy, Nat. Hist. Fish. Jpn.

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/ichthy/articles.html
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ichthy/-char/jaedited and published by the Kagoshima University Museum

ORIGINAL RESEARCH ARTICLE

Ichthy 3 ǀ 2020 ǀ 10

ニシン目の Spratelloididaeに対する標準和名キビナゴ科（新称）の提唱

畑　晴陵 1・本村浩之 2

The clupeiform family Spratelloididae, including two genera 
(Jenkinsia Jordan and Evermann, 1896 and Etrumeus Bleeker, 
1853), has currently been regarded as a distinct family based on 
molecular analysis, although it was previously treated as a sub-
family in the family Clupeidae and/or included different genera 
and species. The standard Japanese name “Kibinago-ka” is new-
ly proposed for Spratelloididae in this study because the genus 
Spratelloides (“Kibinago-zoku”) is the type genus of the family.
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 Abstract

Jenkinsia Jordan and Evermann, 1896とキビナゴ属 Spra-

telloides Bleeker, 1851はニシン目に含まれる属である

（Whitehead, 1985; Munroe et al., 1999; Munroe and Nizinski, 

2002; Lavoué et al., 2017; Bloom and Egan, 2018）．4有効種

が含まれる Jenkinsiaは，大西洋西部の熱帯域に固有の属

であり，日本からは記録されていない（Whitehead, 1985）．

一方，キビナゴ属は 5有効種が知られ，そのうち，日本に

はリュウキュウキビナゴ Spratelloides atrofasciatus Schultz, 

1943，ミナミキビナゴ Spratelloides delicatulus (Bennett, 

1832)，およびキビナゴ Spratelloides gracilis (Temminck and 

Schlegel, 1846) (Fig. 1)の 3種が分布することが知られて

いる（Whitehead, 1985；青沼・柳下，2013; Ishimori et al., 

2015）．これら 2属はともに，鰓条骨が少なく，6または

7本であること，体腹縁に鋭く尖った稜鱗がないこと，腹

鰭が 1枚のW字状の稜鱗に支えられること（Fig. 2A），お

よび前上顎骨がやや伸長し，三角形に近い形状を呈する

こと（Fig. 2B）などによって特徴づけられる（Whitehead, 

1985）．

これら 2属は長らくニシン科 Clupeidaeに含められてき

たが（例えばWhitehead, 1985; Munroe et al., 1999），近年

の分子解析に基づく研究では，これら 2属は他のニシン

目の各属とは遺伝的に大きく異なることが示されており，

Spratelloididaeとして独立させる見解がある（Bloom and 

Egan, 2018）．Spratelloididaeに適用すべき和名に関しては，

近年の論文による言及がなされていないため，本研究では，

本科に適用すべき標準和名について記述する．

材料と方法
本稿で言及した機関略号 NSMTの標本は国立科学博物

館に収蔵されている．また，本稿において，各標本の標準

体長は体長と略記し，デジタルノギスを用いて 0.1 mmま

で計測した．使用したキビナゴの標本は，NSMT-P 136295

（体長 71.2 mm，愛媛県愛南町深浦沖）と NSMT-P 139187（体

長 88.7 mm，日本）である．

Jenkinsiaとキビナゴ属の帰属に関する経緯
Jenkinsiaとキビナゴ属の帰属は長らく流動的であ

り，Jenkinsiaについてはニシン科 Clupeidaeに含める見

解（Jordan and Evermann, 1896; Breder, 1929; Moulton, 1960; 

Cervigón, 1966; Randall, 1968, 1983; Böhlke and Chaplin, 

1968; Hoese and Moore, 1977; Powles, 1977）とウルメイワシ

科 Dussumieriidaeに含める見解（Fowler, 1906, 1953; Rivas, 

1946）があった．同様に，キビナゴ属に関しても，ニシ

ン科に含める見解（Weber and de Beaufort, 1913; Jordan et 

al., 1913; Fowler, 1928； 福 田，1934; Marshall, 1950; Mori, 

1952）と，ウルメイワシ科に含める見解（Jordan, 1926; 

Roxas, 1935; Fowler, 1935, 1940, 1941b; Gosline and Brock, 

1960; Kami et al., 1968）があった．なお，過去にはキビナ

ゴ属の学名に Stolephorus Lacepède, 1803があてられるこ

とが多く，キビナゴ属の帰属を Stolephoridaeとするもの

もみられるが［例えば Fowler (1941a)はキビナゴ属，ギン

イワシ属 Dussumieria Valenciennes, 1847，およびウルメイ
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ワシ属 Etrumeus Bleeker, 1853を Stolephoridaeに含めた］，

Stolephorusはモーリシャス固有の種である Stolephorus 

commersonnii Lacepède, 1803をタイプ種とする，カタク

チイワシ科インドアイノコイワシ属を指すものであり，

キビナゴ属に適用することは誤りである（Jordan, 1926; 

Whitehead, 1985; Whitehead et al., 1988; Hata et al., 2020）．

Whitehead (1963)は，一部のニシン目魚類に関して分

類学的研究をおこない，Jenkinsiaとキビナゴ属の 2属

を，現在ではウルメイワシ科 Dussumieriidaeに含まれる 2

属（ギンイワシ属 Dussumieria Valenciennes, 1847とウルメ

イワシ属 Etrumeus Bleeker, 1853）とニシン科 Clupeidaeの

1亜科 Pellonurinaeに含まれる 3属（Ehirava Dareniyagala, 

1929, Gilchristella Fowler, 1935，および Sauvagella Bertin, 

1940）とともに Dussumieriidaeに含めた．また，彼は

Dussumieriidaeを 2つの亜科に区分し，ギンイワシ属と

ウルメイワシ属の 2属を Dussumieriinaeに，Jenkinsiaと

キビナゴ属を含む残りの 5属を Spratelloidinaeに帰属さ

せた．その後のこれら 7属の帰属関係の変遷，および識

別形質に関しては畑・本村（2020）に詳述されているた

め，ここでは割愛するが，その後ニシン目魚類に関して

網羅的に分類学的研究をおこなったWhitehead (1985)は

Jenkinsiaとキビナゴ属の 2属のみを，ニシン科 Clupeidae

の 1亜科 Dussumieriinaeの中の 1族，tribe Spratellodiniに

含めた．Whitehead (1985)が出版されて以降，Myers (1988), 

Cervigón (1993), Böhlke and Chaplin (1993), Randall (1995, 

1996), McEachran and Fechhelm (1998), Hoese and Moore 

(1998), Myers (1999), Munroe et al. (1999), Zhang (2001), 

Munroe and Nizinski (2002), Myers and Donaldson (2003), 

Smith et al. (2003), Kimura (2009a, b), Smith-Vaniz and Jelks 

(2014), Stern et al. (2015), Ishimori et al. (2015), Psomadakis et 

al. (2015, 2019)，および Hata (2017a, b, 2019b)など，多く

の研究において，Jenkinsiaとキビナゴ属の 2属はニシン

科に含められてきた．しかし近年，分子解析に基づくニシ

ン目魚類の系統学的研究において，Jenkinsiaとキビナゴ

属の 2属は互いに近縁である一方，他のニシン目魚類とは

遺伝的に大きく異なることが明らかにされている（Lavoué 

et al., 2013, 2014, 2017; Egan et al., 2018; Bloom and Egan, 

2018）．Bloom and Egan (2018)はこれら 2属をニシン目の

他の科のいずれにも含めるべきでなく，Spratelloididaeと

してニシン科から独立させるべきとした．したがって，

Bloom and Egan (2018)によって示された，Jenkinsiaとキビ

ナゴ属の 2属を含む Spratelloididaeに対し，何らかの和名

の提唱が必要となる．

Spratelloididaeに適用すべき和名の検討
上述の通り，Jenkinsiaとキビナゴ属のニシン目内にお

ける系統学的位置づけは長らく流動的であった．日本国内

においても，キビナゴ属の帰属は論文によって異なり，ニ

シン科 Clupeidae（Jordan et al., 1913；益田・小林，1994；

昆ほか，1998；財団法人鹿児島市水族館公社，2008；青

沼・柳下，2013；畑，2013, 2014a, b, 2017c, 2018a, b, 2019a, 

2020; Ishimori et al., 2015; Koeda et al., 2016；鏑木，2016；

岩坪・橋口，2017；木村ほか，2017；公益財団法人鹿児島

市水族館公社，2018；小林，2019a, b; Mitsui et al., 2020），

ウルメイワシ科 Dussumieriidae（岡田ほか，1935; Okada, 

1938；岡田・松原，1938；松原，1955; Nishishimamoto, 

1963；具志堅，1972；益田ほか，1975；吉野ほか，1975），

ニシン科キビナゴ亜科 Spratelloidinae（上野・佐藤，

1984a–c；佐藤，1997），およびニシン科ウルメイワシ亜科

Dussumieriinae（青沼，1993, 2000; Aonuma, 2002；畑・本村，

2011）などに含められてきた．また，日本国内から記録の

ない Jenkinsiaについて触れている国内の研究は少ないも

のの，清水（1983）は，Jenkinsiaはニシン科 Clupeidaeに

含まれるとしている．なお，これまでに Spratelloididaeを

認め，同科に対して和名を提唱した研究はないため，本研

究において，同科に対し新たな標準和名を提唱する．

日本魚類学会によって提唱されている「魚類の標準和

名の命名ガイドライン」の 4.3.1条によると，科階級群

Fig. 1. Fresh specimen of Spratelloides gracilis, species of Spratelloididae (NSMT-P 136295, 71.2 mm standard length, Ainan, Ehime 
Prefecture, southern Japan).
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の標準和名は，「原則としてタイプ属の標準和名を適用

すべきである」とされている．Bloom and Egan (2018)に

よって定義された Spratelloididaeのタイプ属はキビナゴ属

Spratelloidesであること，また，キビナゴ属は日本から唯

一記録のある本科魚類であることから，Spratelloididaeの

標準和名はキビナゴ科とすることが適切と考えられる．し

たがって，本研究において，Bloom and Egan (2018)によっ

て示された，Jenkinsiaとキビナゴ属 Spratelloidesの 2属の

みを含む Spratelloididaeに対し，新標準和名キビナゴ科を

提唱する．
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Fig. 2. Diagnostic features of the family Spratelloididae (Spratelloides gracilis, NSMT-P 139187, 88.7 mm standard length, Japan, 
cleared and stained with alizarine red). A: ventral view of body; arrow: W-shaped scute. B: dorsal view of snout tip; arrow: triangu-
lar premaxilla.
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